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白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和７年10月末実績参考）

組合員数  6,525名（団体含）

貯金残高 72,058百万円

貸出金残高 21,631百万円

長期共済保有高 1,652億円

購買品供給高 1,636百万円

販売品取扱高 1,171百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和７年12月25日㈭
令和８年１月23日㈮

■ お問い合わせ・お申込先
■ 顧問税理士

お申込み順に受け付けております。

午前９時～12時（基本30分単位）

要予約

JA 白山  本店

本店総務課 東藤
税理士 升田　佐吉（税理士法人アーマス）

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

11月23日、大神支店より「野菜宝船」が白山比咩神社へ奉納されました。
新嘗祭は勤労感謝の日の起源とされる神事で、天皇がその年の新穀を神々に供え、収穫に感謝する最も重要な祭祀の一つで
す。白山比咩神社でも、宮中祭祀として重んじられています。

白山比咩神社の新嘗祭にて「野菜宝船」を奉納表紙の写真

特 集 パネルディスカッション
「私たちの食と環境を考える
～子どもたち、私たちの未来のために～」 開催

パネルディスカッション
「私たちの食と環境を考える
～子どもたち、私たちの未来のために～」 開催

今月は、お買物券付き

年末年始営業のご案内
12月
28日
（日）

29日
（月）

30日
（火）

31日
（水）

１月
１日
（木・祝）

２日
（金）

３日
（土）

４日
（日）

５日
（月）

６日
（火）

営　農　部 休 通常営業 休 通常営業

営農部（窓　　口） 12月26日㈮～１月５日㈪まで休業 通常
営業

営農部（配送業務） 12月26日㈮～１月７日㈬まで休業

経　済　部 休 通常営業 休 通常営業

農機センター
（鶴来） 休 通常営業 休 通常営業

マイカーセンター 休 通常営業 休 通常営業

パシュートつるぎ 休 通常営業 7：30～
17：00 休 通常営業

蝶屋給油所 通常営業
7：00～20：00

８：00～
16：00 休 通常営業

7：00～20：00

尾口給油所 休 ８：30～
17：00 休 通常営業

7：30～18：00

よらんかいねぇ広場 通常営業
9：15～18：30

9：15～
16：00 休 9：15～

18：00
通常営業
9：15～18：30

めぐみ白山 通常営業
9：30～18：00 休 10：00～

17：00
通常営業

9：30～18：00
JA白山 じわもん便

（移動販売） 12月27日㈯～１月５日㈪まで休業 通常
営業

Aコープ蝶屋店 通常営業
9：30～20：00

9：00～
20：00

9：00～
18：00 休 10：00～

19：00
通常営業

9：30～20：00

Aコープ手取店 通常営業
9：30～19：30

9：00～
19：30

9：00～
18：00 休 10：00～

18：00
通常営業

9：30～19：30

本　　　店 休 通常営業 休 通常営業

支　　　店
（蝶屋・つるぎ・大神・手取） 休 通常営業 休 通常営業

支　　　店
（白　峰） 休 通常

営業
9：00～11：30
（午後休業） 休 通常

営業
9：00～11：30
（午後休業）

ATM 通常営業
8：00～21：00
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第
８
回
理
事
会

日
時
／
令
和
７
年
11
月
28
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

監
査
報
告

令
和
７
年
度
　
期
中
監
事
監
査
の
実
施
結
果
に
つ

い
て

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
第
７
回
総
代
選
挙
に
係
わ
る
日
程

及
び
選
挙
管
理
者
等
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
　
店
舗
改

装
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
お
客
さ
ま
本
位
の
業
務
運
営
に
関

す
る
取
り
組
み
方
針
の
一
部
改
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
信
用
手
数
料
徴
収
規
程
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

全
議
案
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
７
年
10
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
マ
ネ
ー
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
の
防
止
に
か
か

る
対
応
状
況
に
つ
い
て

３
　
手
取
支
店
送
迎
バ
ス
運
行
の
廃
止
に
つ
い
て

４
　
そ
の
他

①
役
職
員
合
同
新
年
会
に
つ
い
て

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
私
た
ち
の

食
と
環
境
を
考
え
る
」
開
催
に
つ
い
て

③
冬
の
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

　
12
月
６
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
白
山
に
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
「
私
た
ち
の
食
と
環
境
を
考
え
る
〜
子
ど
も

た
ち
、
私
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
〜
」
を
開
催
し
、
白
山

市
内
外
か
ら
１
０
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
白
山
市
市
議
会
議
員
の
米
山
立
子
氏

を
は
じ
め
と
し
た
８
名
が
集
い
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
、
白
山
市
有
機
農
業

産
地
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
会
長
で
生
産
者
で
も
あ
る

（
農
）北
辰
農
産 

舘
喜
洋
代
表
は
「
苦
労
し
て
作
っ
た
も
の

だ
か
ら
こ
そ
、
残
さ
ず
楽
し
く
食
べ
て
欲
し
い
」
と
生
産

者
目
線
で
食
の
大
切
さ
を
語
り
、
白
山
市
民
で
一
般
消
費

者
代
表
と
し
て
高
山
里
美
さ
ん
は
、「
地
元
の
新
鮮
な
食
材

を
選
ん
で
、
生
産
者
の
努
力
を
守
り
、
そ
の
食
材
で
美
味

し
い
料
理
を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
り
た
い
。」

と
述
べ
、
お
互
い
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
来
場
者
に
向
け
「
有
機

栽
培
の
５
０
０
円
の
ト
マ
ト
か
地
元
慣
行
栽
培
の
２
０
０
円

の
見
切
り
品
ト
マ
ト
で
は
、
ど
ち
ら
を
買
い
ま
す
か
」
と

い
う
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
ほ
ぼ
全
員
が
後
者
を
選
ん

だ
の
に
対
し
、「
有
機
栽
培
の
曲
が
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
１
本
80
円

か
、
地
元
慣
行
栽
培
の
ま
っ
す
ぐ
な
１
本
80
円
の
キ
ュ
ウ
リ

で
は
、
ど
ち
ら
を
買
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
で
は
、
大

半
の
方
が
前
者
を
選
ぶ
な
ど
、
有
機
農
作
物
へ
の
関
心
の

高
さ
と
価
格
面
で
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
た
吉
本
営
農
部

長
は
「
農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
『
み
ど
り
の
食
糧
シ
ス

テ
ム
戦
略
』
で
は
、
2
0
5
0
年
ま
で
に
国
内
の
農
地
面

積
に
占
め
る
有
機
農
業
の
取
り
組
み
面
積
の
割
合
を
25
％
へ

拡
大
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
白
山
に
お
い
て
も

２
年
前
か
ら
有
機
栽
培
の
米
や
野
菜
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

安
定
し
た
有
機
農
産
物
の
供
給
を
目
指
し
将
来
的
に
は

白
山
市
内
の
学
校
給
食
へ
有
機
農
産
物
を
活
用
し
て
頂
け

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
来
場
者
へ
は
、（
有
）ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
が
今
年
農
薬

と
化
学
肥
料
を
一
切
使
用
せ
ず
栽
培
し
た
特
別
栽
培
米

「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
１
㎏
」
と
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
の
お
に
ぎ
り

２
個
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
、「
食
と
農
の
大
切
さ
に
つ
い
て
深
く

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

特 

集

お知らせ
　
11
月
19
日
、
組
合
員
を
対
象
と
し
た
「
滋
賀
・
湖
東
三
山
日
帰
り

バ
ス
旅
行
」
を
開
催
し
、
応
募
に
よ
り
１
１
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
鮮
や
か
な
紅
色
が
山
々
を
染
め
上
げ
た
中
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

参
加
者
は
西
明
寺
、
百
済
寺
、
金
剛
輪
寺
を
巡
り
、
歴
史
あ
る
寺
社

の
大
鐘
を
鳴
ら
す
体
験
も
楽
し
み
ま
し
た
。
昼
食
に
は
、
寒
い
季
節

に
嬉
し
い
温
か
い
海
鮮
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
の
駅
「
あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、

近
畿
の
風
情
を
感
じ
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
地
域

の
活
性
化
と
組
合
員
交
流
に
も
つ
な
が
る
充
実
し
た
旅
行
と
な
り
ま

し
た
。

組
合
員

滋
賀
・
湖
東
三
山
日
帰
り
バ
ス
旅
行

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
私
た
ち
の
食
と
環
境
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　〜
子
ど
も
た
ち
、
私
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
〜
」
開
催

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
私
た
ち
の
食
と
環
境
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　〜
子
ど
も
た
ち
、
私
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
〜
」
開
催

パネラーのご紹介（敬称略）

金沢大学OB　

翠星高校OB　

教育コンサルタント

白山市有機農業産地づくり
推進協議会 会長　

白山市議会議員　

JA白山営農部長　

市民消費者代表　

國分　誠人

上谷　菊環

松下　浩一

舘　　喜洋

中野　　進
米山　立子

吉本　智昭

高山　里美
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は
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給
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有
機
農
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頑
張
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ま
す
。」
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抱
負
を
述
べ
ま
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た
。
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者
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は
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有
）ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
が
今
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農
薬

と
化
学
肥
料
を
一
切
使
用
せ
ず
栽
培
し
た
特
別
栽
培
米

「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
１
㎏
」
と
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
の
お
に
ぎ
り

２
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さ
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ま
し
た
。

　
来
場
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。

特 

集

お知らせ
　
11
月
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組
合
員
を
対
象
と
し
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「
滋
賀
・
湖
東
三
山
日
帰
り

バ
ス
旅
行
」
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開
催
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、
応
募
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よ
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１
１
５
名
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参
加
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ま
し
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。
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山
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西
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史
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節
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。
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駅
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と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ
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テ
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シ
ョ
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」
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近
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感
じ
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が
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買
い
物
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楽
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む
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が
で
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地
域
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活
性
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組
合
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つ
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が
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充
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旅
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な
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ま
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環
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子
ど
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ち
、
私
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
〜
」
開
催
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環
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催
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高山　里美
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11
月
19
日
、本
店
応
接
室
に
て
、「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」で
集
ま
っ

た
食
料
品
の
贈
呈
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
J
A
白
山
で
は
、「
相
互
扶
助
の
精
神
」
に
基
づ
き
、
令
和
３
年

よ
り
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
と
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
家
庭
で

未
使
用
の
食
品
を
持
ち
寄
り
、
必
要
と
す
る
団
体
・
施
設
へ
寄
贈

す
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
組
合
員
や
女
性
部
を
は
じ
め
管
内
の
皆
さ
ま
か
ら

寄
付
い
た
だ
い
た
お
米
55
㎏
、
即
席
麺
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰
、

飲
料
水
、
調
味
料
、
お
菓
子
な
ど
計
４
７
０
点
を
、
管
内
５
か
所

の
み
ん
な
の
食
堂
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
み
ん
な
の
食
堂
を
代
表

し
、
ら
ん
ら
ん
食
堂
新
森

代
表
の
谷
内
悦
子
さ
ん
が

目
録
を
受
け
取
り
、「
米

価
だ
け
で
な
く
物
価
全
般

が
上
昇
す
る
中
、
こ
れ
ほ

ど
の
ご
支
援
は
大
変
あ
り

が
た
い
。
皆
さ
ま
の
お
気

持
ち
を
励
み
に
活
動
を
続

け
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
贈
呈
式

贈呈先

「いのくちみんなの食堂」 白山市井口町　代表 北村美江
「ばあちゃん食堂」
 白山市湊町　代表 中村喜美子
「ちょうやっ子食堂」
 白山市井関町　代表 梨木通子
「らんらん食堂新森」
 白山市森島町　代表 谷内悦子
「ジオこども食堂」
 白山市鶴来下東町　代表 田中俊彦

計５団体

　
11
月
14
日
、
瀬
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「
尾
口
地
区
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
尾
口
地
区
か
ら
16
名
の

組
合
員
が
参
加
し
、
柄
田
組
合
長
や
吉
田
専
務
、

髙
橋
経
済
部
長
、
下
手
取
支
店
長
の
４
名
と
と
も

に
、
近
年
の
米
価
高
騰
や
尾
口
給
油
所
の
現
状
、

こ
れ
か
ら
の
運
営
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
、「
役
職
員
と
膝
を

つ
き
合
わ
せ
て
話
す
機
会
を
持
て
て
良
か
っ
た
」

「
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
」
と
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
蝶
屋
支

店（
手
取
町・末
正
町
）、

つ
る
ぎ
支
店
（
知
気
寺

町
）
に
続
き
３
回
目
の

意
見
交
換
会
（
ふ
れ
あ

い
座
談
会
）
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
組
合

員
の
意
見
収
集
の
機
会

と
し
て
、
各
地
区
か
ら

の
ご
要
望
に
よ
り
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

尾
口
地
区
意
見
交
換
会
開
催

お知らせ
　
11
月
23
日
、
白
山
比
咩
神
社
で
行
わ
れ
た
新
嘗
祭
に
合
わ
せ
、
令
和
７
年

の
収
穫
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、
管
内
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
を
満
載
し
た
「
野

菜
宝
船
」
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
大
神
支
店
は
め
っ
た
汁
の
販
売
を
、
青
壮
年
部
は
お
に
ぎ
り

の
配
布
を
行
い
、
多
く
の
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
と
紅
葉
に
恵
ま
れ
た
今
年
の
新
嘗
祭
で
は
、
神
事
終
了
後
、「
野
菜

宝
船
」
に
盛
ら
れ
た
野
菜
が
参
拝
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
、
秋
の
実
り
を
分
か
ち

合
う
温
か
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
七
五
三
の
お
祝
い
と
も
時
期
が
重

な
り
、
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

新
嘗
祭
に「
野
菜
宝
船
」を
奉
納

　
11
月
11
日
、「
秋
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
組
合
を
大
学
生
に
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
は
地
元
大
学

か
ら
男
女
各
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
井
口
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
新
米
の

検
査
作
業
を
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
は
販
売
現
場
の
業
務
を
、
つ
る
ぎ

支
店
で
は
窓
口
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
各
事
業
を
体
験
し
た
後
は
、
若
手
職
員
と
の
和
や
か
な
座
談
会
を
行
い
、
J
A

へ
の
理
解
を
深
め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
９
年
度
新
規
職
員
採
用
に
関
す
る
情
報
は
当
J
A
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
リ
ク
ナ
ビ
に
も
掲
載
予
定
で
す
。

秋
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
開
催
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12
月
2
日
、
女
性
部
は
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に
お
い
て
、

「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」の
お
に
ぎ
り
1
2
0
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
J
A
グ
ル
ー
プ
石
川
が
毎
月
2
日
を
「
お
に

ぎ
り
の
日
」
と
し
て
設
定
し
、
お
米
の
消
費
拡
大
と
直
売
所

で
の
国
消
国
産
へ
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的

に
県
内
の
J
A
直
売
所
や
イ
ベ
ン
ト
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
女
性
部
役
員
が
「
お
に
ぎ
り
を
食
べ
ま
し
ょ
う
」
と
声
を

か
け
な
が
ら
お
に
ぎ
り
を
手
渡
す
と
、
受
け
取
っ
た
来
店
客

は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
米
を
食
べ
る
と
元
気
に

な
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
日
、
J
A
白
山
本
店
に
お
い
て
「
J
A
役
員
と
女
性
部
員

に
よ
る
対
話
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
対
話
活
動
は
女
性
部
員
の
声
や
要
望
を
J
A
運
営
に

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
女
性
部
の
現
状
や
課
題
を
J
A
役
員

に
把
握
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
J
A
役
員
5
名
、
女
性
部
員
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
議
題
と
し
て
、「
じ
わ
も
ん
便
」
の
現
状
や
高
齢
化
が
進
む

女
性
部
の
課
題
等
に
つ
い
て
活
発
な
対
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
太
田
女
性
部
長
か
ら
は
「
直
接
対
話
す
る
こ
と
で

J
A
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
深
く
理
解
が
で
き
た
。
今
後
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
次
世
代
層
と
の
つ
な
が
り
強
化
に
向
け
、

J
A
や
女
性
部
の
活
動
P
R
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

女
性
部
「
お
に
ぎ
り
の
日
」
活
動
と

「
J
A
役
員
と
女
性
部
員
に
よ
る
対
話
会
」
実
施

　
11
月
14
日
、
青
壮
年
部
林
支
部
は
あ
い
わ

こ
ど
も
園
の
園
児
が
育
て
た
お
米
の
精
米
を

行
い
ま
し
た
。

　
５
月
の
田
植
え
か
ら
半
年
間
か
け
て
育
て
た

お
米
が
真
っ
白
に
な
っ
て
出
て
く
る
様
子
に
、

頑
張
っ
た
成
果
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
園
児
た
ち
は
、「
田
ん
ぼ
」
が
持
つ

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
に
つ
い
て
映
像
を
使
っ
て

学
び
ま
し
た
。

あ
い
わ
こ
ど
も
園
で

　
収
穫
し
た
お
米
を
精
米

　青
壮
年
部

　女
性
部

　
11
月
29
日
㈯
、
J
A
白
山
女
性
部
は
能
登
復
興
応
援
を
テ
ー
マ
に
視
察
旅
行
を

実
施
し
、
女
性
部
員
34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
震
災
語
り
部
観
光
列
車
で
は
、
語
り
部
の
方
か
ら
実
際
に
被
災
し

避
難
さ
れ
た
体
験
談
を
う
か
が
い
、
参
加
者
は
車
窓
の
景
色
と
重
ね
な
が
ら
真
剣

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
J
A
能
登
わ
か
ば
職
員
の
解
説
を
受
け
な
が
ら
バ
ス
車
窓
よ
り

中
島
菜
圃
場
を
見
学
し
、「
中
島
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
可
（
と
き
）」
で
名
物
の

牡
蠣
コ
ー
ス
を
堪
能
し
ま
し
た
。
中
島
菜
を
練
り
こ
ん
だ
う
ど
ん
も
好
評
で
、

多
く
の
参
加
者
が
中
島
菜
う
ど
ん
な
ど
を
お
土
産
に
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
J
A
志
賀
職
員
の
案
内
で〝
こ
ろ
柿
カ
ー
テ
ン
〞を
車
窓
か
ら

見
学
し
、「
道
の
駅
こ
ろ
柿
の
里
し
か
」
で
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
能
登
の
復
興
の
歩
み
と
地
域
農
業
の
力
強
さ
を
感
じ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
が
能
登
地
方
の
視
察
旅
行
を
実
施

お買物券

●このお買物券は上記店舗以外
では使用できません。精算前に
レジ係員へお渡しください。

●現金との引換えはできません。
●おつりの支払いはできません。
●お１人様１枚使用できます。

￥100
有効期限 2026.1.31
使
用
可
能
店
舗

●よらんかいねぇ広場
●Aコープ蝶屋店
●Aコープ手取店
●白峰支店
●移動販売（じわもん便）

ダウンロード
データでは

ご使用いただけ
ません。
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point

1

point

2

JA白山 じわもん便
じわもん便は、買い物が困難な方、

日頃のお買い物に不便を感じている地域住民のための移動販売車です。

移
動
販
売

じわもん便
運行予定は
コチラ▼

訪問先を随時募集しております。興味のある方、お困りの方、お気軽にご相談ください。

予約注文・お問合わせは… 経済課　TEL 076-273-5213（平日8：30～17：15）

と
も
に
や
っ
て
き
ま
す

軽
快
な
音
楽
と

じわもん便 年末年始の営業のご案内
年内は12月26日金まで 年始は１月６日火からの

営業となります

年末年始

欲しい食材
等ありまし

たら

電話注文く
ださい

訪問日にお
持ちいたし

ます

年末年始

欲しい食材
等ありまし

たら

電話注文く
ださい

訪問日にお
持ちいたし

ます

「よらんかいねぇ広場」の商品を実際に
手にとって見て選んで買えます♪

point

3
車に積んでいない商品、訪問日に購入し
たい商品は事前に注文を承ります！！

令和８年１月よりスタンプ
カードをはじめます！
じわもん便でのお買い物
をより楽しく♪便利に♪
お得に♪

・お買い上げ1,000円（税込）ごと
に１個押印します。

・有効期限は発行月より１年間です。

訪問する日のお店の値段で販売します！
※手数料として１点につき20円いただいております

利用者様の声 毎週、電話注文
しています！

欲しいものは持ってきて
くれるので便利！

よらんかいねぇ広場の
お刺身や惣菜が買えて

うれしい♪ 重いもの（お米等）は
家まで運んでもらえて
とても助かります

じわもん便

スタンプ
カード
はじまります！

スタンプ10個で
200円割引！

ご利用お待ちしております！

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
年
末
年
始
の
ご
準
備
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
は
、
年
末
は
12
月
31
日
ま
で
、
年
始
は
１
月
５
日
か
ら

営
業
し
、
皆
さ
ま
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

年
末
年
始
の
お
買
物
は
「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
で
！！

より、新鮮野菜・肉・魚などの生鮮食品はもちろん
お惣菜・お刺身・牛乳・パンなど、約350品目を積んでお伺いします
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米永仏壇
■ 経済部（つるぎ支店・大神支店・蝶屋支店） ☎273-5213
■ 白峰支店 ☎259-2003 ■ 手取支店 ☎255-5001

※写真はイメージです

仏壇・仏具・お墓のお手伝い致します。
仏壇購入、入れ替え

すす出し、仏具修理

真鍮磨き、表具

お数珠の修理等

仏事に関することは

一休さんでバッチリ！！

仏壇の事、お墓の事、

気になる事

ありませんか？

仏壇・お墓の

無料点検いたします。

仏具 ご奉仕価格でご提供

信用手数料の改定および新設のご案内
　平素はJAの各事業につきまして格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　JA白山では、令和８年１月１日より、下記のとおり窓口振込み手数料の金額変更、
成年後見支援貯金・破産管財人等の口座開設手数料の新設をさせていただくこととなり
ましたので、ご案内いたします。
　当JAでは、今後もお客さまにご満足いただける商品・サービスの提供に努めてまいり
ますので、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
1．振込手数料の改定

JA白山 本店金融課

お 取 扱 区 分

窓口利用

改 定 前
３万円未満
３万円以上
３万円未満
３万円以上

他JA宛

他金融機関宛

660円
880円
660円
880円

880円
1,100円
880円
1,100円

改　定　後

2．貯金業務等手数料の新設
お 取 扱 区 分

破産管財人等口座開設手数料

成年後見支援貯金手数料 口座開設
口座維持管理 １口座年額

11,000円
無　料

11,000円

新　　設

（消費税込）

（消費税込）
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　平素はJAの各事業につきまして格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　JA白山では、令和８年１月１日より、下記のとおり窓口振込み手数料の金額変更、
成年後見支援貯金・破産管財人等の口座開設手数料の新設をさせていただくこととなり
ましたので、ご案内いたします。
　当JAでは、今後もお客さまにご満足いただける商品・サービスの提供に努めてまいり
ますので、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
1．振込手数料の改定

JA白山 本店金融課

お 取 扱 区 分

窓口利用

改 定 前
３万円未満
３万円以上
３万円未満
３万円以上

他JA宛

他金融機関宛

660円
880円
660円
880円

880円
1,100円
880円
1,100円

改　定　後

2．貯金業務等手数料の新設
お 取 扱 区 分

破産管財人等口座開設手数料

成年後見支援貯金手数料 口座開設
口座維持管理 １口座年額

11,000円
無　料

11,000円

新　　設

（消費税込）

（消費税込）
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白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和７年10月末実績参考）

組合員数  6,525名（団体含）

貯金残高 72,058百万円

貸出金残高 21,631百万円

長期共済保有高 1,652億円

購買品供給高 1,636百万円

販売品取扱高 1,171百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和７年12月25日㈭
令和８年１月23日㈮

■ お問い合わせ・お申込先
■ 顧問税理士

お申込み順に受け付けております。

午前９時～12時（基本30分単位）

要予約

JA 白山  本店

本店総務課 東藤
税理士 升田　佐吉（税理士法人アーマス）

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

11月23日、大神支店より「野菜宝船」が白山比咩神社へ奉納されました。
新嘗祭は勤労感謝の日の起源とされる神事で、天皇がその年の新穀を神々に供え、収穫に感謝する最も重要な祭祀の一つで
す。白山比咩神社でも、宮中祭祀として重んじられています。

白山比咩神社の新嘗祭にて「野菜宝船」を奉納表紙の写真

特 集 パネルディスカッション
「私たちの食と環境を考える
～子どもたち、私たちの未来のために～」 開催

パネルディスカッション
「私たちの食と環境を考える
～子どもたち、私たちの未来のために～」 開催

今月は、お買物券付き

年末年始営業のご案内
12月
28日
（日）

29日
（月）

30日
（火）

31日
（水）

１月
１日
（木・祝）

２日
（金）

３日
（土）

４日
（日）

５日
（月）

６日
（火）

営　農　部 休 通常営業 休 通常営業

営農部（窓　　口） 12月26日㈮～１月５日㈪まで休業 通常
営業

営農部（配送業務） 12月26日㈮～１月７日㈬まで休業

経　済　部 休 通常営業 休 通常営業

農機センター
（鶴来） 休 通常営業 休 通常営業

マイカーセンター 休 通常営業 休 通常営業

パシュートつるぎ 休 通常営業 7：30～
17：00 休 通常営業

蝶屋給油所 通常営業
7：00～20：00

８：00～
16：00 休 通常営業

7：00～20：00

尾口給油所 休 ８：30～
17：00 休 通常営業

7：30～18：00

よらんかいねぇ広場 通常営業
9：15～18：30

9：15～
16：00 休 9：15～

18：00
通常営業
9：15～18：30

めぐみ白山 通常営業
9：30～18：00 休 10：00～

17：00
通常営業

9：30～18：00
JA白山 じわもん便

（移動販売） 12月27日㈯～１月５日㈪まで休業 通常
営業

Aコープ蝶屋店 通常営業
9：30～20：00

9：00～
20：00

9：00～
18：00 休 10：00～

19：00
通常営業

9：30～20：00

Aコープ手取店 通常営業
9：30～19：30

9：00～
19：30

9：00～
18：00 休 10：00～

18：00
通常営業

9：30～19：30

本　　　店 休 通常営業 休 通常営業

支　　　店
（蝶屋・つるぎ・大神・手取） 休 通常営業 休 通常営業

支　　　店
（白　峰） 休 通常

営業
9：00～11：30
（午後休業） 休 通常

営業
9：00～11：30
（午後休業）

ATM 通常営業
8：00～21：00
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